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樽
滝
の
落
水 

 

今
年
も
５
月
８
日
、
樽
川
上
流
に
「
幻
の
滝
・
樽
滝
」
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
流
開
始
前
か
ら
滝
が
現
れ
る
瞬

間
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

高
さ
５
０
ｍ
の
岩
盤
を
流
れ
落
ち
る
様
は
、
水
し
ぶ
き
と
新
緑
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く

訪
れ
た
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

今
年
も
、
紅
葉
が
美

し
い
10
月
19
日
（
日
）

に
落
水
を
行
い
ま
す
。 

  

龍
興
寺
清
水
の
桜
で
想
う 

さ
い
た
ま
市 

小
林
荘
志 

 

 

春
の
お
彼
岸
も
過
ぎ
る
と
、
桜
花
の
開
花
ニ
ュ
ー
ス
も
た
け
な
わ
と
な
り
、

関
東
地
方
も
「
春
だ
な
ー
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

先
４
月
３
日
に
所
用
で
上
野
恩
賜
公
園
へ
行
っ
た
。
生
憎
の
雨
降
り
と
な

っ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の
満
開
の
桜
花
も
雨
に
ぬ
れ
、
残
念
で
し
た
。
し
か

し
、
樹
花
下
は
花
見
の
人
で
歩
行
も
困
難
な
ほ
ど
の
混
雑
振
り
で
、
ま
た
、
老

若
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
や
グ
ル
ー
プ
の
花
見
客
か
ら
聞
え
る
会
話
の
半
数
以
上

は
外
国
語
で
あ
り
、
見
事
な
日
本
の
桜
花
の
観
光
人
気
振
り
が
わ
か
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
に
は
故
郷
内
山
の
龍
興
寺
の
桜
は
、
村
内
に
多
数
の
桜
の
名 

所
が
あ
る
中
で
も
１
番
思
い
出
の
あ
る
、
自
慢
し
た
い
場
所
で
も
あ
る
。
ご
存 

   

知
の
通
り
、
龍
興
寺
清
水
は
平
成
の
名
水
１
０
０
選
に
選
ば
れ
、
一
躍
近
隣
内

外
で
の
有
名
地
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
１
年
中
、
遠
く
は
長
野
市
な
ど
村
内
外

か
ら
清
水
汲
み
の
人
達
で
混
雑
し
て
い
る
。
特
に
４
月
下
旬
の
花
の
季
節
に

は
、
カ
メ
ラ
持
参
の
花
見
を
兼
ね
た
清
水
汲
み
の
客
も
多
い
と
の
事
で
す
。 

 

想
え
ば
桜
花
と
一
緒
に
思
い
出
す
の
は
、
春
の
先
駆
け
と
も
云
え
る
「
凍
み

渡
り
」
で
す
。
休
日
の
朝
に
は
裏
山
で
野
兎
狩
り
の
罠
を
仕
掛
け
た
り
、
樹
上

の
山
繭
を
採
り
、
淡
緑
の
綺
麗
な
繭
を
帽
子
に
ぶ
ら
下
げ
、
凍
っ
た
積
雪
の
上

を
、
か
ず
が
ら
ス
キ
ー
（
内
山
紙
の
原
料
の
楮
の
皮
を
剥
い
だ
後
の
棒
を
、
長

さ
50

cm
位
に
切
り
、
数
本
を
足
幅
に
並
べ
て
針
金
で
繋
ぎ
、
鼻
先
を
火
に
炙

っ
て
曲
げ
た
ス
キ
ー
で
、
紐
で
首
に
掛
け
携
帯
に
向
く
）
で
野
山
の
雪
上
を
滑

り
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
雪
も
消
え
た
春
休
み
に
は
、
今
は
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
悪
友
達
と
の
田
圃
畦
の
枯
れ
草
焼
き
、
そ
し
て
壊
れ
た
唐
傘

の
骨
と
内
山
紙
で
作
っ
た
凧
揚
げ
は
、
北
風
は
冷
た
か
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
。 

そ
の
帰
り
に
土
手
に
芽
吹
い
た
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
ポ
ケ
ッ
ト
一
杯
に
採
り
、
母

が
そ
れ
を
油
で
炒
め
て
作
っ
て
く
れ
た
苦
味
の
利
い
た
フ
キ
味
噌
の
味
は
、

未
だ
忘
れ
ら
れ
な
い
１
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
梅
や
桃
の
花
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ス

ミ
レ
な
ど
の
野
草
や
庭
先
の
モ

ク
レ
ン
、
ス
イ
セ
ン
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
の
一
斉
開
花
と
共
に

５
月
の
新
緑
を
前
に
し
た
春
先

の
一
時
は
、
今
も
強
く
心
に
残
る

大
事
に
し
て
い
る
思
い
出
で
す
。 

 

写
真
は
満
開
の
桜
花
と
そ
の

下
の
清
水
汲
み
取
り
口
と
内
山

紙
発
祥
地
の
石
碑
で
す
。 

平
成
26
年
５
月
15
日
発
行 
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木
島
平
村
と
調
布
市
と
私
た
ち
（
上
） 

さ
い
た
ま
市 

清
水
正
明 

 

昭
和
17
年(1

9
4
2

年)

か
ら
昭
和
21
年(1

9
4
6

年) 

ま
で
の
４
年
間
、
当
時

の
穂
高
村
中
村
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
私
の
生
活
記
憶
は
、
そ
の
後
の
私

の
長
い
人
生
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
い
つ
の
間
に
か
偶
に
思
い
出
す
程
度
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
か
ら
15
年
以
上
も
前
の
あ
る
秋
の
日
、
久

し
ぶ
り
に
長
女
を
連
れ
て
都
下
調
布
市
に
あ

る
電
気
通
信
大
学
の
学
校
祭
に
出
掛
け
ま
し

た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
木
島
平
村
は
、
昭
和
60

年(1
9

8
5

年)

に
こ
の
調
布
市
と
姉
妹
都
市
の

縁
を
結
び
、
そ
れ
か
ら
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
農

産
物
な
ど
を
通
じ
て
活
発
に
交
流
を
続
け
て

お
り
、
ま
た
市
内
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
新

鮮
屋
」
も
、
大
い
に
人
気
を
呼
ん
で
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。 

初
め
て
私
が
、
当
時
は
「
東
京
都
北
多
摩
郡
調
布
町
」
と
呼
ば
れ
、
深
大
寺

や
祇
園
寺
な
ど
の
古
刹
や
武
者
小
路
実
篤
が
晩
年
を
過
ご
し
た
と
い
う
多
摩

地
区
南
東
部
の
町
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
31
年
（1

9
5

6

年
）
４
月
初
旬
で
し

た
。
そ
れ
は
、
国
立
電
気
通
信
大
学
が
調
布
校
舎
を
開
校
し
、
１
年
生
と
し
て

入
学
式
に
出
席
す
る
た
め
で
し
た
。
木
島
平
村
を
離
れ
て
か
ら
千
葉
県
の
太

平
洋
側
の
農
漁
村
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
大
学
校
舎
と
は
都
会
の
街
並
み

に
聳
え
る
学
問
の
殿
堂
の
は
ず
で
し
た
が
、
武
蔵
野
の
雑
木
林
の
中
の
木
造

校
舎
に
い
さ
さ
か
気
落
ち
し
た
も
の
で
し
た
。
調
布
町
は
、
東
京
都
の
郊
外
都

市
と
し
て
の
発
展
な
ど
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
、
甲
州
街
道
の
宿
場
町
の
一
つ
で

あ
っ
た
の
で
す
。
深
夜
に
は
、
フ
ク
ロ
ウ
が
啼
く
ほ
ど
、
自
然
の
ま
ま
で
し
た 

さ
て
、
大
学
祭
の
帰
り
道
に
何
と
な
く
調
布
市

役
所
前
の
広
場
に
足
を
運
ん
だ
時
、
調
布
市
商
工

祭
／
物
産
展
の
会
場
で
、
「
木
島
平
の
幟
」
が
目

に
入
る
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
何
故
、
は
る
か
に

離
れ
た
調
布
の
町
に
木
島
平
が
。」
と
訝
り
つ
つ
、

産
物
販
売
の
テ
ン
ト
に
近
づ
い
て
見
る
と
、
懐
か

し
い
「
お
や
き
」
や
「
野
沢
菜
の
漬
物
」
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
葡
萄
酒
」
ま
で
店
頭
を

飾
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
50
数
年
前
の
村
の

記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
り
、
店
頭
に
立
つ
村
か
ら
の

人
達
と
の
会
話
と
共
に
、「
お
や
き
」
や
「
自
家
製

味
噌
」
な
ど
を
無
造
作
に
買
い
込
み
ま
し
た
。
一
方
、
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
認
定

の
ワ
イ
ン
・
ソ
ム
リ
エ
」
の
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
娘
は
、
「
木
島
平
産
の

山
葡
萄
ワ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、
担
当
者
と
専
門
的
な
会
話
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
現
在
は
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
に
住
み
、

ワ
イ
ン
や
日
本
酒
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
由
里
子
ク
ー
パ
ー
が
、
木
島

平
村
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
出

会
い
で
し
た
。 

（
次
号
に
続
き
ま
す
。） 
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郵
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・
メ
ー
ル
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れ
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の
方
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で
お
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ま
で 


